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南海トラフ地震の概要など

南海トラフ地震は駿河湾から日向灘沖にかけてのプレート境界を震源域として、
概ね100～150年間隔で繰り返し発生してきた大規模地震です。
8月8日、日向灘を震源とする地震があり、宮崎県日南市で最大震度６弱を観測しました。
気象庁は南海トラフ地震の発生可能性が、平常時より相対的に高まっているとして、
臨時情報（巨大地震注意）をはじめて発表しました。



東京都災害対策本部の設置

東京都は、非常配備態勢を構築し、災害対策本部を設置しました。
あわせて知事から都民の皆様に対して、次のコメントを発表しました。
「都民の皆様は、備蓄などの日頃からの備えを再確認してください。
津波の到達が想定されている島しょ地域においては、すぐに避難できる準備をお願いいたします。」

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）に関する知事コメント

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/044/qq.pdf


被害想定（津波、建物倒壊等）

長周期地震動により、ビルなどが大きく長く揺れることや、

島しょ部では、短時間での津波到達が想定されています。

東京都被害想定ホームページ

https://www.higaisoutei.metro.tokyo.lg.jp/mydmgpred.html
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南海トラフ巨大地震が起きたら

島しょ部では、早くて十数分で20メートルを超える高い津波が到達する島もあります。
津波が起きたら、まずは自分の命を守ることが大切です。
津波からの避難

高層ビルでは、長時間にわたり大きく揺れるため、室内の家具や家電が転倒・移動したり、
エレベーターが故障することがあります。

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1000216/1023301/1023303.html


避難経路の確認と日常備蓄の強化

家具転倒防止や備蓄など、日頃からの備えを再確認してください。

東京備蓄ナビ

https://www.bichiku.metro.tokyo.lg.jp/


東京都防災アプリのご紹介

様々な情報が入っている防災アプリはこちらですのでご参照ください。

東京都防災アプリ

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/1028747/index.html

